
真 空 蒸 留 連 続 回 収 装 置

―　　主　仕　様　書　―
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（熱源：スチーム仕様）

型 式　：　Ｃ Ａ － ８ ０ ３ Ｓ



１、 主　　　　旨

目　　的

塗装・塗料・インキ工場における中規模廃溶剤の再資源、再利用計画を各工場で

操作することにより、廃棄物の減容化対策に貢献するものである。

現　　状

現在、石油化学工業会の調査では、石油化学工業における産業廃棄物の発生量

は６６２万トンとされ、そのうち再利用される量は７５万トンと全体の１１％である。

また、化学工業廃液を発生している企業は全体に数千社あるが、ほとんどの廃液は

焼却処分され、有効成分が再利用されているケースは極めて少なく、省資源の観点

からも非常に残念なことである。

この現状を踏まえても、塗装・塗料・インキ工業における中規模廃溶剤を再利用する

ために、真空蒸留連続回収システムが有効的な効果をもたらすと確信している。

回 収 方 法

塗装・塗料・インキ各工場における洗浄廃溶剤は、固体成分の樹脂・顔料・染料を

多く含み、溶剤の回収が極めて困難とされていたのが現状である。

一般的に廃液の再利用・減容化における有効な手段は、蒸発・蒸留・濃縮等の

分離技術が手法として求められている。

従来の回分処理方式においての実体は熱媒オイルの間接加熱と同時に、大気圧化

での高温処理を余儀なくされるため、蒸発器内の掃除・メンテナンスに多大の労力を

費やすため当初の計画が挫折しやすく、特に中規模発生個所では廃ドラムと物流

費用の多大さに困惑しながらも産廃業者に委託している。

しかしながらも、昨今の地球環境を取り巻く汚染物質の諸問題を考えると、改めて

解決の手法を探らねばならず、従来の分離技術を一歩進めてみたのが「真空蒸留

連続回収システム」である。廃溶剤に溶解した樹脂・顔料・染料等を連続して効率

良く回収するには、真空減圧下で低温処理する方法が最適である。

低温・低圧下処理のため焦げ付きや温度の上昇が極力抑えられ、熱源として一般的

なスチームが利用できる。

＜１＞

＜２＞

＜３＞

―　１　―



２、装 置 の 概 要

廃溶剤が充填されたドラム缶等から、ポンプで直接吸引し蒸留装置へ送り込まれる。真空

減圧下で蒸発・蒸留した回収溶剤は、連続して新設タンクに回収される。

また、減容化した分離濃縮液は、産業廃棄物として処理できる。

安 全 対 策

爆発事故を防止する方法は、次の３要素のいずれかをなくすことである。

※　可燃物 ※　酸素 ※　点火源

－ 1 装置系内に点火源のない機器の選択と、機器類は防爆仕様である。

－ 2 温度管理は２種類の独立したコントローラで２重安全構造である。

特　　長

－ 1 真空減圧下で連続回収ができる。

－ 2 真空ポンプのオイル交換を不要にして、メンテナンスを軽減している。

－ 3 熱源にスチームを利用し、低温処理ができる。

３、　機  器  仕  様

　チラーユニット オプション オプション オプション オプション オプション

　ポンプモータ 耐圧防爆型 耐圧防爆型 耐圧防爆型 耐圧防爆型 耐圧防爆型

　制 御 盤 防爆仕様 防爆仕様 防爆仕様 防爆仕様 防爆仕様

　処 理 量 20～50ℓ/Ｈｒ 50～75ℓ/Ｈｒ 75~100ℓ/Ｈｒ 100~150ℓ/Ｈｒ 150～300ℓ/Ｈｒ

　蒸気（0.5MPa) 60ｋｇ／Ｈｒ 80ｋｇ／Ｈｒ 100ｋｇ／Ｈｒ 120ｋｇ／Ｈｒ 160～240ｋｇ/Ｈｒ

　加熱方式 スチーム スチーム スチーム スチーム スチーム

２００Ｖ ２００Ｖ

　蒸留方式 真空蒸留方式 真空蒸留方式 真空蒸留方式 真空蒸留方式 真空蒸留方式

CA-805-900

 仕 様

　適用溶剤 第一石油類 第一石油類 第一石油類 第一石油類 第一石油類

型 式 CA-801 CA-802-2D CA-803 CA-804-900

＜１＞

＜２＞

―　２　―

　電　　源 ２００Ｖ ２００Ｖ ２００Ｖ



４、　外 形 寸 法 と 各 部 の 名 称

４－１．全体外形図

 局排ﾌｰﾄﾞ（φ200）

 汚染液送液ポンプ

 スチーム減圧弁

 サイトグラス

 フィルター

 汚染液中継槽

 蒸発器

11

 共通ベース

 真空ユニット

 ハンドル

 回収液送液ポンプ 14

12

 真空ゲージ

 キャスター

 コンデンサ

記号

 ガススプリング

1

 アースプレート

 防爆タッチパネル

 蒸発器サイトグラス5

 アンカーBK

7

記号

10

17

16

15

4

 レベルゲージ

 回収液中継槽

9

6

2

3

24

8

22

―　３　―

 スチームトラップ

13

名　　　　称 名　　　　称

18

名　　　　称

23

記号

19

20

 制御盤

 汚染液ﾎｰｽ
    (25A,1.5Sﾍﾙｰﾙ)

21



４－２．３Dモデル

―　４　―

Φ200ダクトフランジ
30㎥/min ×2か所



４－３．蒸発器強制冷却機構

・　組立図

―　５　―



５、　フ ロ ー シ ー ト

―　６　―

LS1,2  蓋近接,ﾛｯｸｼﾘﾝﾀﾞｰ

Ｌ  制御エアー（φ10）

Ñ  窒素

D  封液入口（15A）

E・F  冷却水入・出口（20A）

G・H  ｽﾁｰﾑ入・出口（15A）

A  汚染液入口（15A）

B  回収液出口（15A）

C  局所排気（φ200）

記号 名　　　　称 記号 名　　　　称 記号 名　　　　称 記号 名　　　　称

SR  蒸発器 FR  汚染液中継槽 LC1,2  レベルセンサー

TD  スチーム弁圧弁 DT  濃縮液フィルム LC3  回収液ドラムセンサー

TR  スチームトラップ VP  真空ポンプ VH  局所排気フード

CD  コンデンサ P1  汚染液給液ポンプ PG  真空ゲージ

PT  封止タンク P2  回収液送液ポンプ V1.V2  汚染液給液・送液弁

ST1  回収液中継槽 TH1  溶剤温度センサー V3  冷却弁

ST2  回収液ドラム TH2  蒸留温度センサー V6  復圧弁

V9  スチーム弁

PF  フィルター TH3 　過昇温度センサー V8  回収液送液弁

DS  汚染液ドラム TH4 　冷却温度センサー



６、　機 器 リ ス ト

　　処 理 能 力 　　　　１００ℓ ／ Ｈ ｒ　

　　チラー冷水機

　　　　１ ５ ０ ０ ｋ ｇ

　　材　　　　質 　　　　気 液 接 触 部　 　Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４

　　エ ア ー 源

　　　　ア ン カ ー ボ ル ト

　　コンデンサ

　　　　Ｃ Ｌ Ｅ Ａ Ｎ　 Ａ Ｃ Ｅ 　－　 ８ ０ ３ Ｓ

　　適 用 溶 剤

　　型　 　　　式

　　　　０．５ＭＰａ　　　　 ４ ０ ０ ℓ ／ ｍ ｉ ｎ

　　電　　　　源

　　蒸 留 方 式

　　蒸 留 性 状

　　　　２　０　０　Ｖ　　　　　4  ｋ ｗ

　　制　御　盤

　　　　０．５ＭＰａ　　　　１ ０ ０ ｋ ｇ ／ Ｈ ｒ

　　　 Ｒ Ｋ Ｅ ５ ５ ０ ０　　※オプション

    冷  却  水 　　　　０．２ＭＰａ　　　　 ２ ０ ℃

　　ス チ ー ム

　　固 定 方 式

　　機 器 重 量

　　　　内 圧 防 爆 構 造

　　　　シ ェ ル ア ン ド チ ュ ー ブ

　　ポンプモータ

　　　　サ ン プ ル テ ス ト

　　　　真 空 蒸 留 連 続 回 収 方 式

　　　　第一石油類　有機溶剤

　　　　耐 圧 防 爆 型

―　７　―



７、　ユ ー テ ィ リ テ ィ

除 外 事 項

ユ ー テ ィ リ テ ィ 項 目

電　　気 冷 却 水 空　　気

蒸　　気 局所排気ダクト Ｎ　　２

上記項目の蒸留機本体及びボイラー並びにチラーユニット等、各機器間における

工事及び一切の材料。排気ファン出側から屋外までのダクト工事。

８、　安  全  基  準

本装置は安全に設計、製作されていますが、更に安全に使用して頂くために下記の事項

を確認・点検して下さい

消火器（Ｃｏ２又は泡）を設置すること。

装置周辺が無人になるときは、安全基準を設けること。

冷却水は充分に確保すること。

蒸留対象炭化水素系溶剤

― １００ｋｇ／Ｈｒ

冷 却 水 ― ―

４ｋｗ

蒸 留 機

空　　　気

・・

＜１＞

＜４＞

４００ℓ／ｍｉｎ ―

＜１＞

・ ・

・

＜２＞

＜２＞

＜３＞

―

電　　　気 ４ｋｗ

合　　　計

蒸　　　気

20℃以下　

ボ イ ラ ー

―

１２０ℓ／ｍｉｎ

水

―

１００ｋｇ／Ｈｒ

４００ℓ／ｍｉｎ

―　８　―

―

・



９、　検収条件等について

＜ 引 渡 し ＞

弊社工場を出荷後、貴社指定場所搬入・据え付け・試運転調整をもって、本装置の

引渡し検収が行われるものとします。　※ 出荷可否は、出荷前検査成績書の基づく

試運転調整については、貴社内で立会い、弊社主仕様に基づく性能を確認します。

引渡し後、１ヶ月においても弊社の責によらない客先性能確認等の理由で検収が遅延

する場合、その時点をもって催促されることがあります。

＜保 証 期 間＞

納入品の保証期間は、ご注文のご指定場所に検収後１２ヶ月間といたします。

＜保 証 範 囲＞

上記保証期間中に納入側の責により故障を生じた場合、その機器の故障分の交換、

又は修理を納入側の責任にて行います。

但し、次に該当する場合は、この保証範囲から除外させていただきます。

（ 1 ）　需要者側の不適当な取り扱い、ならびに使用による場合。

（ ２ ）　故障の原因が納入者以外の事由による場合。

（ ３ ）　納入者以外の改造、又は修理による場合。

（ ４ ）　その他、天災、災害などで、納入者の責にあらざる場合。

　　　　 なお、ここでいう保証は納入品単体の保証を意味するもので、消耗品及び

　　　　 予備品類は、本保証外項目とし、弊社が納入する機械、器具等の欠陥など

　　　　 の為に発生する、原材料、労務費等の損失の保証債務は、免除されるもの

　　　　 とします。

＜ サ ー ビ ス の 範 囲 ＞

納入品の価格には、現地立会い技術指導（１名・２日間）のサービスが含まれています。

次の場合は、別個費用を申し受けます。

（ １ ）　　保守点検、調整及び修理。

（ ２ ）　　技術指導及び技術教育

　※　　生産物賠償責任保険加入済み

＜ 記　　　事 ＞

特に初期の段階で発生するトラブルについて、トラブルシュートに基づく技術者派遣は、

実費になりますのでご注意下さい。

―　９　―



10、　消防の規制について

　 炭化水素系の溶剤をＣＡ－８００シリーズの装置で使用する場合は、

消防法の「危険物の規則に関する政令」第一条・１１（危険物の指定数量）

の１／５以下で使用しなければ、消防署への届出が必要となります。

別表・第三 （抜粋） ・・・ ・・・ 指定数量

水溶性液体

水溶性液体

動、植物油類

第二石油類

第 ４ 類

第一石油類

アルコール類

＜１＞

非水溶性液体 １，０００Ｌ

４００Ｌ

非水溶性液体

６，０００Ｌ

２，０００Ｌ

第三石油類

１０，０００Ｌ

第四石油類

２００Ｌ

４，０００Ｌ

２，０００Ｌ

指定数量

―　10　―



消 防 法 の 規 則

 指定数量  特になし 特に規制はないが安全  特に規制はない
 １／５以下 増は行った方が良い

 指定数量の１／５～  届出が必要  安全増防爆  壁、柱、床及び天井は

 指定数量未満  （少量危険物取扱）  不燃材料で造り、又は

 覆われていること。

 窓及び開口部には防火

 扉を設ける。開口部に

 ガラスを用いる場合は、

 網入りを使用し排気

 設備を設ける。

 （市町村条例）

 指定数量以上  許可申請が必要  防爆構造  壁、柱、床、はり及び

 階段を不燃材料で

 造るとともに、延焼の

 恐れのある外壁は耐

 火構造とすること。

消防法は、地方自治体により解釈が異なりますので、使用する地元の消防署の

確認が必要です。

品名又は、指定数量を異にする危険物

品名又は、指定数量を異にする、２つ以上の危険物を同一の場所で貯蔵し、又は

取り扱う場所において、当該貯蔵又は取扱に係る危険物の数量を当該危険物の

指定数量の５分の１の数量で除し、その商の和が１以上になるときは当該場所は

指定数量の５分の１以上指定数量未満の危険物を貯蔵し、又は取り扱っている

ものとみなす。

-1

 装置の仕様

＜２＞

 建築の仕様

-2

 項目

 指定数量
 規制の分類

（安全増～耐圧防爆）

―　11　―



神戸市中央区港島南町４丁目２番１２

TEL （０７８）３０３－２５０１ （０７８）３０３－２４００FAX

コーベックス株式会社
〒650-0047


